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点でトータルなITマネジメントによ

る全体最適を図りたいというユーザ

ーが増えてきている。このようなユ

ーザーニーズに応えるべく、CAが新

たに打ちだしたのがEIMに基づくマ

ネジメント・ソフトウェア戦略だ。

コンピュータ・アソシエイツ㈱マ

ーケティング本部プロダクト・マー

ケティング部の関　信彦部長は、

「サーバー管理、ストレージ管理、

ネットワーク管理、アプリケーショ

ン及びデータベースの管理、セキュ

リティ管理、アセット管理といった

分野ごとのポイントソリューション

を提供するベンダーはたくさんあり

ます。しかし、ITマネジメントか

らサービスマネジメントまで統合・

自動化することによって全体最適と

いう価値を提供できるベンダーは、

CA以外にはありません。これは

CAの大きな強みであり、それを実

証するだけの実績も歴史もありま

す。CAが提唱するEIMは、複数ベ

ンダーのポイント・ソリューション

製品を組み合わせることに起因する

複雑性と非効率性を排除することに

よってTCOを最小化するとともに、

IT環境の最大効率化のための可視

化とマネジメント業務の自動化機能

を提供します。これにより、統合に

ドに展開し続けてきたCAの目指す

ITマネジメントのゴールと考えて

いるからにほかならない。

CAが打ち出した新たなマネジメン

ト・ソフトウェア戦略の具体的なコ

ンセプトである「EIM（エンタープ

ライズ・インフラストラクチャ・マ

ネジメント）」では、企業の人、モノ、

金に関わる資産情報を中核に、ITイ

ンフラの４つの要素（オペレーショ

ン、セキュリティ、ストレージ、ラ

イフサイクルマネジメント）の各機

能が統合化された形で包含され、今

日のように分散化・複雑化したIT環

境をリアルタイムに可視化し、IT資

産の最適化と管理業務の徹底した自

動化を図ることを目指している。

企業のビジネスと ITの関係が密

接・不可分になるなか、これまでIT

マネジメントに関して、ユーザーは

ジョブ管理、ネットワーク管理、ス

トレージ管理、サーバーやデスクト

ップの管理、アプリケーションやデ

ータベースの管理、セキュリティ管

理など、各局面に応じたポイントソ

リューション製品を個別に、あるい

は複数ベンダーの製品を組み合わせ

て導入してきた。しかし最近では、

従来のような部分最適ではなく、IT

資産の管理をはじめ、経営戦略的観

今や企業経営の重要なインフラス

トラクチャとなっている ITの価値

を最大化するためには、経営上の戦

略的視点に基づく適切な ITマネジ

メントが必要とされている。「マネ

ジメント」は英語では「経営」とい

う意味もある。同じように ITシス

テム全体をうまく動くようにリード

し、価値あるものにしていくことも

「経営」につながるマネジメントで

ある。CAが提案するマネジメント

ソフトウェアとは、ソフトウェアの

テクノロジーを活用することでビジ

ネス価値の創出に不可欠な ITシス

テムのマネージを総合的かつ効率

的、効果的に実現するものと考えて

いる。そのCAが、新たなマネジメ

ント・ソフトウェア戦略を打ちだし

た背景には、企業における IT投資

の価値、さらには企業のビジネスそ

のものの価値を最大化したいという

強い想いがある。この価値の最大化

こそが、メインフレームの運用管理

に始まり、オープン系や分散システ

ム環境など、約 30年の長きにわた

り、常に時代の流れに対応した革新

的なソリューションをワールドワイ
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よるコストと運用上の問題を間違い

なく解決します。」と語る。

EIMは、企業の構成要素である人、

モノ、金の３つの資産情報とポリシ

ーを管理するMDB（Management

DataBase）を中核に、サービス・マ

ネジメント、サービス・デリバリ、

サービス・サポート、財務管理の各

ソリューションを構成するオペレー

ション、セキュリティ、ストレージ、

ライフサイクルに関する製品群を協

調動作させ、さらにそれらのソリュ

ーションを包括的に覆うインテリジ

ェンス層によりこれらソリューショ

ンに関わる情報のすべてを可視化し

て効率的でトータルなITマネジメン

トを実現しようという考えである。

MDBは、全ての資産情報を統合的

に一元管理し、それらの情報を参

照・分析することを可能にするリポ

ジトリだ。CAでは、「統合＋オープ

ン」という観点で、このMDBには、

CA製品の管理情報だけでなく、他社

のポイントソリューションの管理情

報をも蓄積しておくことができる。

CAを含むすべての製品の管理情報を

MDBに統合することで、製品や機能

単位でそれぞれのソフトの管理画面

から管理項目を参照・分析するだけ

でなく、そのIT資産に対するすべて

の情報をインテリジェンスと呼ばれ

る情報ポータルで一元的に参照・分

析することが可能となる。このため、

既存のポイントソリューションやIT

資産を統合的にマネジメントするこ

とが可能だ。

つまり、MDBを

基盤とすることによ

り、オペレーション、

セキュリティ管理、

ストレージ管理、ラ

イフサイクルマネジ

メント、さらには財

務管理までをシーム

レスに統合すること

が可能になり、こ

れら一連の管理に

関わる業務の自動

化と情報の可視化

が実現されるとい

うわけだ。

「EIMやMDBと

いった概念は、ハードウェアセント

リックなソリューション展開を行っ

ているベンダーとは異なり、独立系

総合ソフトウェアベンダーとして、

ニュートラルな立場で、ビジネスに

おけるITインフラの重要性や企業が

抱えるIT環境の課題を把握し、それ

に対する圧倒的な製品ラインナップ

と30年近い経験に培われたノウハウ

を持つCAだからこそ描ける概念で

あると思います。」（関　信彦部長）

CAの描くEIMでは、ビジネス・

セントリックな IT戦略をユーザー

企業自身が強化することを可能にす

る。たとえば、CAの資産管理、ソ

フトウェア配布、リスク管理ソフト

ウェアを統合することで、ビジネ

ス・プロセス全体の管理と、各デス

クトップとサーバーの管理、さらに

セキュリティの確保を実行すること

を可能にする。その意味で、CAの

EIMは、極めて論理的に ITのコス

トを削減し、リスクを軽減すると同

時に、冒頭で述べた IT投資の価値

と企業のビジネスそのものの価値を

最大化する包括的なソリューション

のコンセプトと言える。企業の経営

者、CIOのみならず、CFOやセキ

ュリティ管理者にも多大なメリット

をもたらすEIMは、革新的な ITマ

ネジメントを実現するコンセプトと

して、近い将来デファクトになる可

能性を十分に持っている。
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図1 CAのEIM（エンタープライズ・インフラストラクチャ・マネジメント）

お問い合わせ先

資産情報を一元管理するMDBを
核にした包括的なコンセプト

ITとビジネスの戦略的連携を実現
するEIMは、近い将来デファクトに


